
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 秋田公立美術大学 

設置者名 公立大学法人秋田公立美術大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

美術学部 

美術学科 
夜 ・

通信 

55 

 

 55 13  

 
夜 ・

通信 
    

 

 
夜 ・

通信 
 

  
 

 
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ウェブサイトによる公表 

https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2026/05/jitsumu2026.pdf 

 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 秋田公立美術大学 

設置者名 公立大学法人秋田公立美術大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
大学ウェブサイトによる公表 

https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2025/04/0808c7a7fc25dd42638b9

2956a2e52c6.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 公益法人役員 
2025.4.1 ～

2027.3.31 
大学運営担当 

非常勤 株式会社役員 
2025.4.1 ～

2027.3.31 
厚生担当 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 秋田公立美術大学 

設置者名 公立大学法人秋田公立美術大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

シラバスについては毎年度作成しており、学生を含む学内者に対しては

大学ポータルサイトで、一般向けには大学ウェブサイトからウェブシラバ

スで公表している。 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画書の公表方法 

大学ウェブサイトによる公表 

https://www.akibi.ac.jp/about/curriculum 

 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

成績評価の方法・基準は、アセスメント・ポリシーにて規定しているほ

か、各授業科目のシラバスで「評価方法」を明示している。 

これらの客観的に示された成績評価の方法・基準に基づき、各学生の学修

成果を厳格かつ適正に評価し、単位を授与している。 

https://www.akibi.ac.jp/about/curriculum


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では成績評価の客観的な指標としてＧＰＡを用いており、算出方法等は秋田公

立美術大学履修規程に定めている。 

ＧＰＡの活用についてはアセスメント・ポリシーに規定しており、学生個人および

科目の達成度の評価、専攻選択や大学院進学等の進路指導に関する判断材料とするほ

か、学生の成績の分布状況の把握に活用している。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

大学ウェブサイトによる公表 

（秋田公立美術大学履修規程） 

https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2026/0

5/rishukitei2026.pdf 

 

（アセスメント・ポリシー） 

https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2025/0

4/assesmentpolicy2025.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）は次の通り定めている。 

 

秋田公立美術大学は社会の大きな変動に呼応し、古い概念にとらわれることなく新

しい芸術領域の創造に挑戦する大学です。本学の使命は、自然と伝統文化に恵まれた

秋田の文化的資源を活用し、芸術のもつ可能性、公共性を探求することを複合的に学

びながら、自らの芸術的感性と創造性をいかし、秋田から全国、世界へと、社会に貢

献する人材を送り出すことです。このような本学の理念に基づき、以下の４つの能力

を身に着け、かつ所定の単位を修得した学生に対して、学士（美術）の学位を認定し

ます。 

(1) 従来の芸術を理解し、それを新しい芸術として再創造できる能力 

(2) 文化の多様性を受け容れ、芸術において異文化と共存できる能力 

(3) グローバルな視野に立ち、国際的な舞台に挑戦できる能力 

(4) 芸術の新しい知見によって、地域社会の発展に貢献できる能力 

 

ディプロマ・ポリシーに規定した４つの能力を身につけ、かつ、卒業要件（４年以上

（３年次編入生は２年以上）在学し、卒業必要単位数一覧表に定める単位の修得）を

満たした学生について、教務委員会で卒業判定を行い、教授会の意見を聴いて、学長

が卒業を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
大学ウェブサイトによる公表 

https://www.akibi.ac.jp/about/information 
 

https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2026/05/rishukitei2026.pdf
https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2026/05/rishukitei2026.pdf
https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2025/04/assesmentpolicy2025.pdf
https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2025/04/assesmentpolicy2025.pdf


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 秋田公立美術大学 

設置者名 公立大学法人秋田公立美術大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
大学ウェブサイトによる公表 

https://www.akibi.ac.jp/about/information 

収支計算書又は損益計算書 
大学ウェブサイトによる公表 

https://www.akibi.ac.jp/about/information 
財産目録 － 

事業報告書 
大学ウェブサイトによる公表 
https://www.akibi.ac.jp/about/information 

監事による監査報告（書） 
大学ウェブサイトによる公表 
https://www.akibi.ac.jp/about/information 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：第３期中期計画  対象年度：令和７年度～令和１２年度） 

公表方法：大学ウェブサイトによる公表

https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2025/03/f404594adbde9fb7ecce89

59f973b207.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：大学ウェブサイトによる公表 

https://www.akibi.ac.jp/about/self 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：大学ウェブサイトによる公表 

https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2025/04/4654604db2da4ac0488

55cc8ea0ab050.pdf 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 美術学部 

教育研究上の目的（公表方法：大学ウェブサイトによる公表）                     

https://www.akibi.ac.jp/about/information/disclosure 

１．大学の教育研究上の目的に関すること 

（概要） 

秋田公立美術大学は、広く知識を授け、深く専門の芸術を教授研究することによって、

豊かな創造性とグローバルな視野を持った人材を育成すると共に、芸術文化の発展と地域

社会に貢献することを目的とする。 

（秋田公立美術大学学則 第１節 第１条） 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：大学ウェブサイトによる公表） 

https://www.akibi.ac.jp/about/information/disclosure 

７．学修の成果にかかる評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること                 

（概要） 

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

秋田公立美術大学は社会の大きな変動に呼応し、古い概念にとらわれることなく新しい

芸術領域の創造に挑戦する大学です。本学の使命は、自然と伝統文化に恵まれた秋田の文

化的資源を活用し、芸術のもつ可能性、公共性を探求することを複合的に学びながら、自

らの芸術的感性と創造性をいかし、秋田から全国、世界へと、社会に貢献する人材を送り

出すことです。 

このような本学の理念に基づき、以下の４つの能力を身に着け、かつ所定の単位を修得

した学生に対して、学士（美術）の学位を認定します。 

 

１ 従来の芸術を理解し、それを新しい芸術として再創造できる能力 

２ 文化の多様性を受け容れ、芸術において異文化と共存できる能力 

３ グローバルな視野に立ち、国際的な舞台に挑戦できる能力 

４ 芸術の新しい知見によって、地域社会の発展に貢献できる能力 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ウェブサイトによる公表） 

https://www.akibi.ac.jp/about/information/disclosure 

６．授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

（概要） 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

秋田公立美術大学は、ディプロマ・ポリシーを踏まえ、次の四つの方針によりカリキュ

ラムを編成します。 

(1) 本学の教育課程は、「教養科目」、「専門科目」、「キャリア教育科目」、「教職課程

科目」および「博物館学芸員課程科目」で構成する。 

教養科目では、グローバルな視野や多元的な視点で物事を捉える力を養い、専門科目

では、美術に関連する基礎的な理論と技術を横断的に学び、表現の広がりや新たな発想

へと繋げる事を目標とする。 

(2) １・２年次は、導入科目で基礎技術を修得し、「現代芸術論」で分野を横断的に学ぶ

と同時に、「現代芸術演習」で多くの素材や技法を体験する。さらに、教養科目の歴史

と文化や、美術理論・美術史科目を学ぶ事で、グローバル人材の育成に必要な文化の多

様性や価値を学ぶ。 

(3) ２年次後期からは各専攻に所属し、専攻の演習を通してフィールドワークやグループ 

ワークを行い、地域の伝統や文化を理解し、アート・デザイン等の専門知識を培いなが

https://www.akibi.ac.jp/about/information/disclosure
https://www.akibi.ac.jp/about/information/disclosure
https://www.akibi.ac.jp/about/information/disclosure


  

ら、まちづくりや作品制作に活かす。さらに各専攻の実践的・発展的な知識と技法を体

系的に学び、４年次後期は学習成果の集大成として卒業研究を行う。 

(4) 卒業後の社会人・職業人に求められる教養やスキルを養うため、「キャリア教育科目」

をおき、各学生のキャリア形成へと繋げる。また、教員および博物館学芸員の育成のた

め「教職課程科目」および「博物館学芸員課程科目」をおく。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ウェブサイトによる公表） 

https://www.akibi.ac.jp/about/information/disclosure 
４．入学者の選抜に関すること 

（概要） 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

（受入れの基本方針） 

秋田公立美術大学は、次のような目的意識を持った学生を受け入れます。 

(1) 芸術の未知の領域に強い関心を持つ人 

(2) 自ら問題を発見し、積極的に学ぶ意欲のある人 

(3) 芸術分野で自立する意欲のある人 

(4) 芸術を通して、地域社会の発展に貢献する意欲のある人 

 

（入学前に修得しておくことを期待する内容） 

(1) 形態や空間などを観察し把握する力や描写力、構成力 

(2) 文章などを読み解く読解力や思考力 

(3) 自身の考えを整理し、的確に伝えることのできる表現力 

(4) 国内外で活躍するために必要な教養や異文化への理解 

(5) 数理科学や自然科学に対する基礎知識や論理的思考力 

(6) 他者と積極的に関わることのできるコミュニケーション能力 

 

（多様な選抜で求める人材像） 

(1) 一般選抜（前期日程） 

 十分な基礎学力を持ち、物事を観察し捉えた特徴を正確に表現する能力と与えられたテ

ーマの内容を理解した上で、自ら考え、独創的な発想力を自身の得意とする媒体を通じて

表現できる能力を備えた人を求めます。 

(2) 一般選抜（中期日程） 

 十分な基礎学力を持ち、物事を観察し捉えた特徴を正確に表現する能力と自身の発想力

を的確に表現できる能力を備えた人を求めます。 

(3) 学校推薦型選抜（推薦選抜Ⅰ） 

 高等学校等において学業・課外活動に優れた成績を修め、コミュニケーション能力と美

術分野で優れた能力を有し、未知の芸術領域や新しい表現技法を探求する意欲のある人を

求めます。 

(4) 学校推薦型選抜（推薦選抜Ⅱ） 

 十分な基礎学力を持ち、高等学校等において学業・課外活動に優れた成績を修め、論理

的思考力やコミュニケーション能力を有し、芸術分野に興味・関心があり芸術を用いた活

動を通して地域や社会に貢献する意欲のある人を求めます。 

(5) 社会人特別選抜 

 十分な基礎学力を持ち、社会人としての経験を活かし、物事を捉える視点と表現力、コ

ミュニケーション能力を備えた人を求めます。 

(6) 編入学（３年次） 

 短期大学および専修学校の卒業者等で、大学で学ぶために必要な基礎学力を持ち、さら

に高度な専門教育・研究を希望するとともに、未知の芸術領域や新しい表現技法を探求し

ながら自ら問題を発見・解決し、積極的に学ぶ意欲のある人を求めます。 

 

 

https://www.akibi.ac.jp/about/information/disclosure


  

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：大学ウェブサイトによる公表 

https://www.akibi.ac.jp/about/information/disclosure 

２．教育研究上の基本組織に関すること 

 

  

https://www.akibi.ac.jp/about/information/disclosure


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3 人 － 3 人 

 － 19 人 17 人 0 人 7 人 18 人 61 人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 39 人 39 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：大学ウェブサイト（教員紹介） 

https://www.akibi.ac.jp/teacher 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

美術学部 100 人 103 人 103％ 400 人 433 人 108.3％  若干名 1 人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 100 人 103 人 103％ 400 人 433 人 108.3％  若干名 1 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

美術学部 
110 人 

（100％） 

12 人 

（10.9％） 

85 人 

（77.3％） 

13 人 

（11.8％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
110 人 

（100％） 

12 人 

（10.9％） 

85 人 

（77.3％） 

13 人 

（11.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

進学先：秋田公立美術大学大学院、東京藝術大学大学院、京都市立芸術大学大学院など 

就職先：㈱エッジ・インターナショナル、㈱オープンハウス・ディべロップメント、㈱中川政七商店、㈱

つむら工芸、㈱遠藤照明、㈱きものブレイン、㈱ティー・シー・ピー、㈱保志、地方独立行政法人青森県

産業技術センター、秋田県教育委員会、浜松市役所など 

（備考） 



  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

美術学部 
110 人 

（100％） 

97 人 

（  88.2％） 

7 人 

（  6.4％） 

6 人 

（  5.5％） 

0 人 

（  0％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
110 人 

（100％） 

97 人 

（  88.2％） 

7 人 

（  6.4％） 

6 人 

（  5.5％） 

0 人 

（  0％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業科目、授業の方法及び内容については、冊子「履修の手引き」に記載し、学生および教

職員に配布している。授業科目については、毎年度作成している「開設科目一覧」により本学

ウェブサイトで公開している。 

https://www.akibi.ac.jp/about/curriculum 

年間の授業の計画については、毎年度学務暦を作成し、教職員に配布しているほか、学生には

ポータルサイトで公表している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学修成果の評価方針については、アセスメント・ポリシーを定めて冊子「履修の手引き」に

記載し学生に周知しているほか、大学ウェブサイトで公表している。 

卒業又は修了の認定にあたっての基準については、冊子「履修の手引き」に内容を記載して

いるほか、大学ウェブサイトで公表している。 

https://www.akibi.ac.jp/about/information/disclosure 

７．学修の成果にかかる評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること  

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

美術学部 
美術学科 124 単位 ○有 ・無 年間 44 単位 

 単位 有・無 単位 

 
 単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：大学ウェブサイトによる公表 

https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2024/04/7-R60417.pdf 

 

https://www.akibi.ac.jp/about/curriculum
https://www.akibi.ac.jp/about/information/disclosure


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

美術学部 

美術学科 535,800 円 282,000 円 77,660 円 

入学料は秋田市民の場合 

その他は後援会費、学生会費、

障害保険料 

美術学科 535,800 円 423,000 円 77,660 円 

入学料は秋田市民以外の者の場

合 

その他は後援会費、学生会費、

障害保険料 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

【授業料の減免など】 

経済的な理由などで入学料や授業料の納付が困難な学生を対象に、入学料・授業料を減免

したり、納付を猶予したりする制度がある。 

【秋田公立美術大学奨学金等】 

在学中の修学意欲を高めるために設置した本学独自の奨学金制度であり、前年度の成績上

位者１２名（２年生および３年生は３名以内、４年生は６名以内）を上限に支給する返還不

要の給付型奨学金。１人あたり年間１０万円を支給している。 

【オフィスアワー】 

学生が教員に相談しやすい体制を整えるため、オフィスアワー制度を設けている。 

https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2024/04/9_R50712.pdf 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生のキャリア形成支援を促進し、志望する進路に対して適切な支援を行うため、キャリ

アセンターを設置している。 

キャリアセンターでは、企業、教員・公務員、作家・起業、進学・留学など、学生の多岐

にわたるキャリア選択に沿ったきめ細やかな支援を行っているほか、キャリアセンターに所

属する教職員と、業界事情に精通したアドバイザリー・スタッフが連携し、学生個々の志望

に応えられるよう相談に応じながらキャリア形成のプランニングを行う。 

https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2024/04/9_R50712.pdf 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

【健康管理】 

保健室において急病者の対応や怪我の応急処置を行うほか、年１回、定期健康診断を行っ

ている。また、学内にはＡＥＤ(自動体外式除細動器)を設置している。 

【学生相談】 

学生の修学、友人や異性などの人間関係、生き方、進路など、さまざまな問題に対して、

教員・学生課・保健室等でいつでも相談を受け付けているほか、外部専門家によるカウンセ

リングを行っている。 

また、社会福祉士資格を有するキャンパスソーシャルワーカーを配置し、学生の抱える諸

問題の早期発見・早期解決に努めている。 

【ハラスメント】 

学内に「ハラスメント防止等対策委員会」を置き、相談体制を整備している。また、大学

ウェブサイトおよび学内にハラスメント防止ポスター等を掲示し、学内へ周知している 

https://www.akibi.ac.jp/akibi_cms/assets/uploads/2024/04/9_R50712.pdf 

 



  

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：大学ウェブサイトにより公表 

https://www.akibi.ac.jp/about/information 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 


